
－ 最 大 限 の 節 電 に ご 協 力 を －

新

年

を

祝

う

会

参

加

者

募

集《
総
務
課
》

平
成
二
十
七
年
の
『
新
年
を
祝
う
会
』
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
近
所
の
方

や
お
友
達
と
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

平
成
二
十
七
年
一
月
六
日
（
火
）

開
催
日
時

午
後
二
時
～

開
催
場
所

鶴
田
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
開
催
場
所

「
鶴
遊
館
」

参
加
料

二
千
円

申
込
締
切
日

十
二
月
八
日
（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

会
費
を
添
え
て
総
務
課
ま
ち
づ
く
り
班
（
内
線
２
６
１
）
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

２０１ ４年１１月２ ８日 ４０ １号

１月５日（月）は

町・県民税４期分、国民健康

保険税６期分の納期限です。



工業統計キャラクター

コウちゃん

指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査

申
請
書(
指
名
参
加

願
い)

の
受
付《

総
務
課
》

平
成
二
十
七
年
度
指
名
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
指
名
参

加
願
い
）
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

●
受
付
期
間

平
成
二
十
七
年
一
月
五
日
～

二
月
末
日

（
土
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
祭
日
を

除
く
）

●
様
式

〈
建
設
工
事
・
建
設
関
連
業
務
〉

中
央
公
共
工
事
契
約
制
度
運
用

連
絡
協
議
会
（
中
央
公
契
連
）

統
一
様
式

〈
物
品
〉

町
独
自
様
式

※
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
総
務

課
人
事
行
政
班
で
交
付
し
て
い

る
要
綱
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
「
鶴
田
町
の
紹
介
（
行
政

情
報
）
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

(h
ttp

://w
w

w
.to

w
n

/tsu
ru

ta/ao
m

o

ri.jp
/

)

●
有
効
期
間

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日
～

平
成
二
十
八
年
四
月
三
十
日

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

人
事
行
政
班

（
内
線
２
７
３
）

平
成
二
十
六
年

工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

《
経
済
産
業
省
》

平
成
二
十
六
年
工
業
統
計
調
査

は
、
従
業
者
四
人
以
上
の
す
べ
て
の

製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
十
二
月
三

十
一
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
わ
が
国
に
お

け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重

要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報

告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で

す
。調

査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
お
よ
び
地
域

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
表
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

ま
ち
づ
く
り
班

（
内
線
２
６
３
）

新
・
増
築
家
屋
の

申
告
の
お
願
い

《
税
務
会
計
課
》

固
定
資
産
税
は
毎
年
一
月
一
日

が
基
準
日
で
す
。
平
成
二
十
六
年
中

に
家
屋
を
新
築
、
増
築
ま
た
は
取
り

壊
し
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
皆
さ

ん
か
ら
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
も
町
内
を
巡
回
し
調

査
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
努
め
て
お

り
ま
す
が
、
ま
だ
調
査
さ
れ
て
い
な

い
場
合
な
ど
、
特
に
取
り
壊
し
て
か

ら
家
屋
な
ど
を
建
て
て
い
な
い
場

合
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
滅
失
登
記
を
し
た
場
合
や

家
屋
調
査
時
に
申
告
し
た
方
は
、
そ

の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

税
務
会
計
課

税
務
相
談
班

(

内
線
１
２
１
・
１
２
２
・
１
２
５)

離
職
者
等
再
就
職

訓
練
受
講
生
の

募

集

に

つ

い

て

《
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
》

離
職
者
等
の
早
期
就
職
促
進
を

図
る
た
め
、
左
記
の
と
お
り
訓
練
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
科
名

実
務
者
研
修
科
③

●
定
員

二
十
人
（
応
募
者
が
少
な
い
場
合

は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
応
募
資
格

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
込

を
行
っ
て
い
る
者

●
受
講
内
容

介
護
利
用
者
に
対
す
る
基
本
的

な
介
護
提
供
能
力
を
習
得
し
、
在

宅
・
施
設
問
わ
ず
介
護
関
連
業
務

を
行
う
知
識
と
技
能
を
習
得
す

る
。

●
資
格
取
得
目
標

介
護
職
員
実
務
者
研
修
課
程
修

了
証

●
募
集
期
間

十
二
月
十
二
日
（
金
）
正
午
ま
で

●
受
講
期
間

平
成
二
十
七
年
一
月
八
日(

木)

～
七
月
七
日
（
火)

の
六
カ
月

（
受
講
日
数
は
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
き
、
一
カ
月
あ
た
り
十
九
日

程
度
）

●
受
講
時
間

午
前
九
時
十
五
分
～
午
後
三
時

四
十
分

●
応
募
手
続

受
講
申
込
書
お
よ
び
訓
練
希
望

調
査
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

公
共
職
業
安
定
所
に
提
出

●
選
考
方
法

書
類
選
考

●
選
考
結
果

十
二
月
二
十
二
日
（
月
）
に
郵
送

●
受
講
場
所

デ
ィ
ス
パ
ッ
チ
カ
レ
ッ
ジ
五
所

川
原
校

（
五
所
川
原
市
漆
川
鍋
懸
一
五

一
―
二
三

日
本
通
運(

株)

青
森
支
店

五
所
川
原
営
業
所

二
階
）

●
受
講
料

無
料

（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
（
一
万

四
千
八
百
二
十
円
）
お
よ
び
駐
車

料
（
月
額
千
五
百
円
）
、
健
康
診

断
料
は
自
己
負
担
）

●
そ
の
他

災
害
保
険
料
（
三
千
九
百
円
）
の

負
担
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所

☎
３
４
―
３
１
７
１



就

学

援

助

費

支

給

制

度

を

ご
存
じ
で
す
か

《
教
育
委
員
会
》

鶴
田
町
に
住
所
を
有
し
、
鶴
田
町

立
の
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
お
子

さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
で
、
経
済
的
な

理
由
（
生
活
保
護
受
給
世
帯
程
度
に

困
窮
）
に
よ
り
教
育
費
の
負
担
が
困

難
な
ご
家
庭
の
た
め
に
、
学
用
品
費

等
の
一
部
を
援
助
す
る
「
就
学
援
助

費
支
給
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
各
学
校
よ
り
配
布
さ
れ
る

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
援
助
項
目

学
用
品
費
・
給
食
費
・
修
学
旅
行

費
等

●
申
込
方
法

現
在
の
在
籍
校
（
新
小
学
一
年
生

は
入
学
予
定
校
）
へ
、
十
二
月
十

二
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
額
等
に
よ
り
、
該
当

に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

学
務
総
務
班

（
内
線
２
１
３
・
２
１
４
）

平
成
二
十
七
年
度

訓
練
生
の
募
集

に
つ
い
て

《
青
森
県
立

障
害
者
職
業
訓
練
校
》

平
成
二
十
七
年
度
の
訓
練
生
の

募
集
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

●
募
集
概
要

下
記
の
と
お
り

●
試
験
会
場

青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校

（
弘
前
市
緑
ヶ
丘
一
―
九
―
一
）

●
合
格
発
表

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
六
日

（
木
）

午
前
九
時

●
問
い
合
わ
せ
先

青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校

☎
０
１
７
２
―
３
６
―
６
８
８
２

母子父子寡婦福祉資金の貸付について
～平成 26 年 10 月より父子家庭の方も対象になりました～

高等学校・短期大学・大学・高等専門学校・専修学校に進学予定の子どもや修業

施設に入所を希望する子どもがいる母子家庭や父子家庭、寡婦の方に対し、経済的

自立の助成と生活意欲の助長を図り、あわせてその扶養している子どもの福祉を増

進するため、福祉資金の貸付を行います。

《対象者》 平成２７年４月に高等学校等に進学または就学施設に入所を希望

《対象者》 する者を現に扶養している配偶者のいない者等

《貸付の対象となる資金》 修学支度資金、修学資金、修業資金

《申込締め切り》 平成２７年１月３０日（金）

※詳しいことは、西北地方福祉事務所 福祉調整課（☎３５－２１５６）  

または 町民生活課 福祉支援班（内線１６３） にお問い合わせください。

訓練科名 募集定員 試験方法 対象者 その他

※製版科→

デジタルデザイン科
１５人

職業適性検査

面接

身体

障害者

○募集期間

平成２７年１月８日(木)～

２月１２日(木)

○入校試験日

平成２７年２月２０日(金)

○訓練期間

１年間（４月～３月）

ＯＡ事務科 １５人

作業実務科 １０人
職業適性検査

面接（保護者同伴）

知的

障害者

※平成 27 年度よりカリキュラムを見直し、デジタルデザイン科としてスタート予定です。



健康保険課 健康長寿班

連絡先（内線 131･132･133）

【乳幼児を持つママのための調理教室～米粉を使ったパン作りに挑戦!!～】

・日 時：12 月 11 日（木） 午前９時 30 分～12 時 30 分

・場 所：鶴遊館 栄養指導室集合 ・メニュー：米粉パン、他お楽しみメニュー

・参 加 費：200 円（当日集めます） ・持 ち 物：三角巾、エプロン、手ふきタオル、おんぶひも

・申込締切：12 月９日（火） 健康長寿班保健師までご連絡ください。先着 20 名までです。

＊保育室あります。利用を希望される方は、お子さんのお名前と年齢をお知らせください。

【冬こそ運動を！ 健康運動教室】

・開催日：12 月１日(月)、４日(木)、８日(月)、11 日(木)、15 日(月)、18 日(木)、22 日(月)、25 日(木)

・場 所：鶴遊館(申込み不要です)

・時 間：午前 10 時～11 時 ＊１日(月)、４日(木)は午後１時 30 分～２時 30 分です。

＊運動できる服装でおいでください。お茶、お水、タオルなどをお持ちください。

— 気軽におしゃべりできる「傾聴サロン」に遊びに来ませんか — 秘密は厳守します。

鶴田町傾聴ボランティア養成講座修了生による「つるりんの会」では、コーヒーやお菓子

を用意して、ゆっくりお話しできる雰囲気の中、お待ちしております。ビーズストラップ

や、「つるりん」の折り紙も一緒に作ってみましょう。

・日時：12 月１日、15 日 (第１・３月曜日) 午後１時 30 分～３時 30 分

・場所：鶴遊館 栄養指導室

アルコールとこころの問題 ミニ知識

アルコールは、長期にわたって飲み続けることによって、若い年齢で脳が萎縮するリスクが高くなるといわれ

ています。アルコールの飲み過ぎは、うつ病を誘発させる要因となります。

うつ病の方は、「早く眠りたい」「不安感をなくしたい」などの理由から、お酒を飲んでしまうことがあります。

しかし、たくさんお酒を飲むと、眠りが浅くなり、一時的な気晴らしにはなってもうつ病は悪化するといわれて

います。多量に飲酒することによって抗うつ薬があまり効かなくなるという問題も出てきます。

【個別特定健診を受けましょう】 ＊集団健診は 12 月１日で終了します。

・対象：①国保 40～74 歳の方 町の集団健診や人間ドックで、まだ特定健診を受けていない方が

②後期高齢者医療の方 対象です。健診料は無料です。

③40 歳以上の生活保護世帯の方 ＊国保の方は、ぜひ特定健診を受けて健康づくりに役立て

④30～39 歳の方 ましょう！

・内容：血圧測定、血液検査(血糖・脂質・肝機能・貧血・尿酸)、尿検査、心電図、診察

・場所：鶴田診療所（平成 27 年２月末まで）

・申込：健康保険課 健康長寿班 ⑥窓口 電話での申込みもできます。22-2111(内線 132･133)

・申込：申し込んだ方には、後日受診票をお送りします。

広報つるた 11 月号 15 ページ「クリスマスメニューに挑戦!!」の月日・場所に誤りがありました。
ご迷惑をおかけし、大変申し訳ありませんでした。

誤) 12 月６日(土) 鶴遊館 → 正) 12 月７日(日) 鶴遊館
誤) 12 月７日(日) 豊明館 → 正) 12 月８日(月) 豊明館
誤) 12 月８日(月) 鶴遊館 → 正) 12 月９日(火) 鶴遊館

平成２６年

町の保健だより

【お詫び】


